
平成22年3月期 第2四半期決算短信 

平成21年11月2日

（百万円未満切捨て）

上場会社名 株式会社ソフトクリエイト 上場取引所 東 

コード番号 3371 URL http://www.softcreate.co.jp/
代表者 （役職名） 代表取締役会長 （氏名） 林 勝

問合せ先責任者 （役職名） 執行役員兼経営管理統括部長 （氏名） 佐藤 淳 TEL 03-3486-0606
四半期報告書提出予定日 平成21年11月5日 配当支払開始予定日 平成21年12月4日

1.  平成22年3月期第2四半期の連結業績（平成21年4月1日～平成21年9月30日） 

 

(2) 連結財政状態 

  

(1) 連結経営成績（累計） （％表示は対前年同四半期増減率）

売上高 営業利益 経常利益 四半期純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

22年3月期第2四半期 3,673 △27.1 401 △18.2 404 △19.4 260 60.4
21年3月期第2四半期 5,039 ― 490 ― 501 ― 162 ―

1株当たり四半期純利益
潜在株式調整後1株当たり四半期

純利益
円 銭 円 銭

22年3月期第2四半期 60.82 60.12
21年3月期第2四半期 36.51 36.06

総資産 純資産 自己資本比率 1株当たり純資産
百万円 百万円 ％ 円 銭

22年3月期第2四半期 5,190 3,719 70.3 869.36
21年3月期 5,587 3,718 65.4 821.38

（参考） 自己資本   22年3月期第2四半期  3,650百万円 21年3月期  3,654百万円

2.  配当の状況 

（注）配当予想の当四半期における修正の有無  無  
 

1株当たり配当金

第1四半期末 第2四半期末 第3四半期末 期末 合計
円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

21年3月期 ― 15.00 ― 15.00 30.00
22年3月期 ― 15.00

22年3月期 
（予想）

― 15.00 30.00

3.  平成22年3月期の連結業績予想（平成21年4月1日～平成22年3月31日） 
（％表示は対前期増減率）

（注）連結業績予想数値の当四半期における修正の有無  無  
 

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益
1株当たり当期

純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 7,660 △26.0 911 △14.4 920 △14.4 480 47.1 106.43
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4.  その他 

(1) 期中における重要な子会社の異動（連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動）  無  

(2) 簡便な会計処理及び四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用  無  

(3) 四半期連結財務諸表作成に係る会計処理の原則・手続、表示方法等の変更（四半期連結財務諸表作成のための基本となる重
要な事項等の変更に記載されるもの） 

(注) 詳細は、３ページ【定性的情報・財務諸表等】４．その他をご参照ください。 

(4) 発行済株式数（普通株式） 

※業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項 

業績予想につきましては、現時点で入手可能な情報に基づき、当社で判断した見通しであり、実際の業績は、今後の経済情勢、事業運営における様々な
状況変化によって、予想数値と異なる場合があります。なお、予想数値に関する事項は、３ページ【定性的情報・財務諸表等】３．業績予想に関する定性的
情報をご参照ください。 

① 会計基準等の改正に伴う変更 有

② ①以外の変更 有

① 期末発行済株式数（自己株式を含む） 22年3月期第2四半期 4,518,813株 21年3月期  4,509,813株

② 期末自己株式数 22年3月期第2四半期  319,940株 21年3月期  60,440株

③ 期中平均株式数（四半期連結累計期間） 22年3月期第2四半期 4,281,915株 21年3月期第2四半期 4,447,573株
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【定性的情報・財務諸表等】 

 

１．連結経営成績に関する定性的情報 

当第２四半期連結累計期間におけるわが国経済は、世界的な景気後退に伴う需要の落ち込みは一部に

景気底打ちの兆しがみられるものの、企業業績の悪化による設備投資の減少や雇用情勢の悪化等により、

景気全体は先行き不透明な状況で推移いたしました。 

当社グループが属するＩＴ関連業界におきましては、景気減速による先行き不透明感から、ＩＴ投資

抑制の影響を受けるなど、経営環境は厳しい状況となっております。 

このような状況の中で、当社グループは、主力ソフトウェア製品「ｅｃｂｅｉｎｇ」等のプロダクト

系ＳＩサービスを中核としたシステムインテグレーション事業の拡大に注力した結果、売上高は、イン

ターネット通信販売事業（特価ＣＯＭ）の事業譲渡及び景気低迷によるＩＴ投資抑制の影響等により 36

億 73 百万円（前年同期比 27.1％減）、営業利益は４億１百万円（前年同期比 18.2％減）、経常利益は４

億４百万円（前年同期比 19.4％減）となったものの、四半期純利益は投資有価証券評価損の減少及び事

業譲渡益の計上等により２億 60 百万円（前年同期比 60.4％増）となりました。 

 

２．連結財政状態に関する定性的情報 

（資産の変動について） 

当第２四半期連結会計期間末の資産合計は51億90百万円となり、前連結会計年度末に比べ３億96百万

円の減少となりました。これは、主にインターネット通信販売事業（特価ＣＯＭ）の事業譲渡により、

受取手形及び売掛金が３億38百万円の減少したこと等によるものであります。 

（負債の変動について） 

当第２四半期連結会計期間末の負債合計は14億71百万円となり、前連結会計年度末に比べ億３億97百

万円の減少となりました。これは、主に未払法人税等が１億56百万円増加したものの、インターネット

通信販売事業（特価ＣＯＭ）の事業譲渡により買掛金が４億78百万円減少したこと等によるものであり

ます。 

（純資産の変動について） 

当第２四半期連結会計期間末の純資産合計は37億19百万円となり、前連結会計年度末と同様の結果と

なりました。 

 

３．業績予想に関する定性的情報 

平成 22 年３月期の業績は、ほぼ計画どおりに推移しており、平成 21 年５月８日に発表した業績予想

から変更はありません。 

 

４．その他 

(1)期中における重要な子会社の異動（連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動） 

     該当事項はありません。 

(2)簡便な会計処理及び四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用 

該当事項はありません。 

(3)四半期連結財務諸表作成に係る会計処理の原則・手続、表示方法等の変更 

①完成工事高及び完成工事原価の計上基準の変更 

請負工事にかかる収益の計上基準については、従来、工事完成基準を適用しておりましたが、「工

事契約に関する会計基準」（企業会計基準第15号 平成19年12月27日）及び「工事契約に関する会計

基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第18号 平成19年12月27日）を第１四半期連結会計期間よ

り適用し、第１四半期連結会計期間に着工した工事契約から、当第２四半期連結会計期間末までの進

捗部分について成果の確実性が認められる工事については工事進行基準（工事の進捗率の見積りは原

価比例法）を、その他の工事については工事完成基準を適用しております。 
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これにより、売上高は112百万円増加し、営業利益、経常利益及び税金等調整前四半期当期純利益

は、それぞれ42百万円増加しております。 

 なお、セグメント情報に与える影響は、当該箇所に記載しております。 

 

②損益計算書の売上原価、販売費及び一般管理費に関する会計処理の変更 

 従来、ネットワーク構築保守サービス及びデータセンターのホスティングサービスに係る人件費、

家賃及びその他経費は、販売費及び一般管理費に含めて計上しておりましたが、第１四半期会計期間

より売上原価に含めて計上する方法に変更しております。 

 この変更は、ネットワーク構築案件の大型化、組織再編に伴い重要性が増したことから、ネットワ

ーク構築保守サービス及びデータセンターに関わる部門費用の見直しを行った結果、売上高に対応す

る売上原価に計上することが、経営成績をより適正に示すことになると判断したためであります。 

 この結果、従来の方法によった場合と比べ、売上総利益が222百万円減少しておりますが、営業利

益、経常利益及び税金等調整前四半期純利益に与える影響はありません。 

  なお、セグメント情報に与える影響はありません。 

 

③四半期連結損益計算書関係 

  「連結財務諸表に関する会計基準」（企業会計基準第22号 平成20年12月26日）が平成21年４月１

日以後開始する連結会計年度の期首から適用できることになったことに伴い、第１四半期連結累計期

間から当該会計基準を適用し、新たに少数株主損益調整前当期純利益を表示しております。 

 



５．四半期連結財務諸表 
（１）四半期連結貸借対照表 

（単位：千円）

当第２四半期連結会計期間末
(平成21年９月30日) 

前連結会計年度末に係る 
要約連結貸借対照表 
(平成21年３月31日) 

資産の部   

流動資産   

現金及び預金 2,012,282 1,865,648

受取手形及び売掛金 1,087,206 1,425,272

商品 26,632 133,293

未成業務支出金 120,315 229,531

その他 238,382 173,802

貸倒引当金 △10,980 △9,121

流動資産合計 3,473,838 3,818,426

固定資産   

有形固定資産 236,247 249,794

無形固定資産 241,601 228,541

投資その他の資産   

投資有価証券 773,396 842,853

その他 493,460 478,862

貸倒引当金 △27,800 △30,917

投資その他の資産合計 1,239,056 1,290,798

固定資産合計 1,716,905 1,769,135

資産合計 5,190,744 5,587,561

負債の部   

流動負債   

買掛金 529,007 1,007,218

未払法人税等 211,652 54,951

賞与引当金 146,096 159,616

その他 386,656 463,387

流動負債合計 1,273,412 1,685,173

固定負債   

退職給付引当金 108,339 106,054

役員退職慰労引当金 89,621 77,890

固定負債合計 197,960 183,945

負債合計 1,471,373 1,869,118
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（単位：千円）

当第２四半期連結会計期間末
(平成21年９月30日) 

前連結会計年度末に係る 
要約連結貸借対照表 
(平成21年３月31日) 

純資産の部   

株主資本   

資本金 842,292 840,834

資本剰余金 900,696 899,247

利益剰余金 2,325,797 2,132,127

自己株式 △319,756 △128,819

株主資本合計 3,749,029 3,743,389

評価・換算差額等   

その他有価証券評価差額金 △98,683 △88,775

評価・換算差額等合計 △98,683 △88,775

新株予約権 2,469 －

少数株主持分 66,556 63,829

純資産合計 3,719,371 3,718,443

負債純資産合計 5,190,744 5,587,561
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（２）四半期連結損益計算書 
（第２四半期連結累計期間） 

（単位：千円）

前第２四半期連結累計期間 
(自 平成20年４月１日 
 至 平成20年９月30日) 

当第２四半期連結累計期間 
(自 平成21年４月１日 
 至 平成21年９月30日) 

売上高 5,039,904 3,673,472

売上原価 3,503,841 2,487,746

売上総利益 1,536,062 1,185,726

販売費及び一般管理費 1,045,132 784,289

営業利益 490,929 401,436

営業外収益   

受取利息 4,138 2,837

受取配当金 1,409 84

貸倒引当金戻入額 307 176

受取運賃 5,979 －

その他 2,498 2,155

営業外収益合計 14,333 5,254

営業外費用   

コミットメントライン手数料 － 1,386

自己株式取得費用 － 672

和解金 3,399 －

その他 101 390

営業外費用合計 3,500 2,449

経常利益 501,761 404,241

特別利益   

投資有価証券売却益 － 11,142

貸倒引当金戻入額 － 4,834

事業譲渡益 － 51,720

特別利益合計 － 67,697

特別損失   

投資有価証券評価損 210,543 3,960

固定資産除却損 108 3,600

事務所移転費用 － 2,000

特別損失合計 210,652 9,561

税金等調整前四半期純利益 291,109 462,376

法人税、住民税及び事業税 192,208 203,050

法人税等調整額 △68,729 △3,811

法人税等合計 123,478 199,238

少数株主損益調整前四半期純利益 － 263,138

少数株主利益 5,262 2,727

四半期純利益 162,368 260,410
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（３）四半期連結キャッシュ・フロー計算書 

（単位：千円）

前第２四半期連結累計期間 
(自 平成20年４月１日 
 至 平成20年９月30日) 

当第２四半期連結累計期間 
(自 平成21年４月１日 
 至 平成21年９月30日) 

営業活動によるキャッシュ・フロー   

税金等調整前四半期純利益 291,109 462,376

減価償却費 66,333 83,679

貸倒引当金の増減額（△は減少） 35 △1,258

賞与引当金の増減額（△は減少） △8,081 △13,520

退職給付引当金の増減額（△は減少） 9,583 2,284

役員退職慰労引当金の増減額（△は減少） △1,308 11,731

受取利息及び受取配当金 △5,547 △2,922

コミットメントライン手数料 － 1,386

株式報酬費用 － 2,469

自己株式取得費用 － 672

固定資産除却損 108 3,600

投資有価証券売却損益（△は益） － △11,142

投資有価証券評価損益（△は益） 210,543 3,960

事業譲渡損益（△は益） － △51,720

事務所移転費用 － 2,000

売上債権の増減額（△は増加） 357,627 338,066

たな卸資産の増減額（△は増加） 50,105 215,876

仕入債務の増減額（△は減少） △301,812 △478,211

前受金の増減額（△は減少） 47,270 △41,420

未払金の増減額（△は減少） △17,278 △41,513

破産更生債権等の増減額（△は増加） △4,087 3,117

その他 △30,562 △53,366

小計 664,039 436,146

利息及び配当金の受取額 11,233 2,620

コミットメントライン手数料の支払額 － △1,356

法人税等の支払額 △298,186 △47,678

営業活動によるキャッシュ・フロー 377,085 389,731

投資活動によるキャッシュ・フロー   

定期預金の預入による支出 △500,000 △1,000,000

定期預金の払戻による収入 － 500,000

有形固定資産の取得による支出 △41,020 △27,802

無形固定資産の取得による支出 △76,199 △73,499

投資有価証券の取得による支出 － △13,548

有価証券及び投資有価証券の売却及び償還による
収入

200,000 77,568

事業譲渡による収入 － 61,193

事務所移転による支出 － △2,000

貸付けによる支出 △260 △5,300

貸付金の回収による収入 715 1,185

敷金及び保証金の増減額（△は増加） △680 △5,279
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（単位：千円）

前第２四半期連結累計期間 
(自 平成20年４月１日 
 至 平成20年９月30日) 

当第２四半期連結累計期間 
(自 平成21年４月１日 
 至 平成21年９月30日) 

保険積立金の増減額（△は増加） △6,981 －

投資活動によるキャッシュ・フロー △424,426 △487,483

財務活動によるキャッシュ・フロー   

株式の発行による収入 － 2,907

自己株式の取得による支出 － △191,609

配当金の支払額 △66,459 △66,911

財務活動によるキャッシュ・フロー △66,459 △255,613

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） △113,800 △353,365

現金及び現金同等物の期首残高 1,119,110 1,365,648

現金及び現金同等物の四半期末残高 1,005,309 1,012,282
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(4) 継続企業の前提に関する注記 

該当事項はありません。 

 

(5) セグメント情報 

【事業の種類別セグメント情報】 

前第２四半期連結累計期間（自 平成 20 年４月１日 至 平成 20 年９月 30 日）         (単位：千円) 

 システム 

インテグレー

ション事業 

ＩＴインフ

ラ提供事業

インター 

ネット通信

販売事業 

計 
消去又は 

全社 
連結 

Ⅰ 売上高及び営業損益   

売上高   

(1) 外部顧客に対する売上高 2,948,460 848,719 1,242,724 5,039,904 ― 5,039,904

(2) セグメント間の内部売上

高又は振替高 
980 1,998 ― 2,978 (2,978) ―

計 2,949,440 850,717 1,242,724 5,042,882 (2,978) 5,039,904

営業利益又は営業損失(△) 764,715 38,271 △7,937 795,049 (304,119) 490,929

(注)１ 事業区分は、内部管理上採用している区分によっております。 

２ 各事業区分に属する主要な内容 

(1) システムインテグレーション事業  ：プロダクト系ＳＩサービス、受託開発系ＳＩサービス、市販パッケ

ージソフト提供サービス、ネットワーク構築保守サービスの提供 

(2) ＩＴインフラ提供事業       ：法人顧客に対するパソコン、サーバー、その周辺機器及びネットワ

ーク製品等の販売 

(3) インターネット通信販売事業    ：個人顧客に対するパソコン、ＩＴ周辺機器及び家電等の販売 

 

当第２四半期連結累計期間（自 平成 21 年４月１日 至 平成 21 年９月 30 日）         (単位：千円) 

 システム 

インテグレー

ション事業 

ＩＴインフ

ラ提供事業

インター 

ネット通信

販売事業 

計 
消去又は 

全社 
連結 

Ⅰ 売上高及び営業損益   

売上高   

(1) 外部顧客に対する売上高 2,989,212 552,950 131,309 3,673,472 ― 3,673,472

(2) セグメント間の内部売上

高又は振替高 
― 496 ― 496 （496） ―

計 2,989,212 553,446 131,309 3,673,968 （496） 3,673,472

営業利益又は営業損失(△) 736,593 15,269 △7,132 744,730 （343,294） 401,436

(注)１ 事業区分は、内部管理上採用している区分によっております。 

２ 各事業区分に属する主要な内容 

(1) システムインテグレーション事業  ：プロダクト系ＳＩサービス、受託開発系ＳＩサービス、市販パッケ

ージソフト提供サービス、ネットワーク構築保守サービスの提供 

(2) ＩＴインフラ提供事業       ：法人顧客に対するパソコン、サーバー、その周辺機器及びネットワ

ーク製品等の販売 

(3) インターネット通信販売事業    ：個人顧客に対するパソコン、ＩＴ周辺機器及び家電等の販売 

３ インターネット通信販売事業（特価ＣＯＭ）は、平成21年４月30日に事業譲渡しております。 

４ 会計処理方法の変更 

 （完成工事高及び完成工事原価の計上基準の変更） 

【定性的情報・財務諸表】４．その他（3）に記載のとおり、第１四半期連結会計期間より「工事契約に関

する会計基準」（企業会計基準第15号 平成19年12月27日）及び「工事契約に関する会計基準の適用指針」

（企業会計基準適用指針第18号 平成19年12月27日）を適用しております。この変更に伴い、従来の方法に

よった場合に比べて、システムインテグレーション事業に係る売上高は112,990千円増加し、営業利益は

42,423千円増加しております。 

なお、ＩＴインフラ提供事業及びインターネット通信販売事業への影響はありません。 
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【所在地別セグメント情報】 

前第２四半期連結累計期間(自 平成20年４月１日 至 平成20年９月30日) 

在外子会社、在外支店がないため該当事項はありません。 

 

当第２四半期連結累計期間(自 平成21年４月１日 至 平成21年９月30日) 

 在外子会社、在外支店がないため該当事項はありません。 

 

【海外売上高】 

前第２四半期連結累計期間(自 平成20年４月１日 至 平成20年９月30日) 

  海外売上高がないため該当事項はありません。 

 

当第２四半期連結累計期間(自 平成21年４月１日 至 平成21年９月30日) 

 海外売上高がないため該当事項はありません。 

 

(6) 株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記 

該当事項はありません。 

 

 




